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「ことばと論理」学習指導案

日 時：平成２３年１０月２８日５校時

指導学級：３年４組（３３名）

指 導 者：教諭 村 上 秀 樹

１ 題材名 「震災からの復興について考えよう」

２ 題材の目標

（１） 震災後の復興対策に関して，国や地方公共団体，住民それぞれの立場の苦労や考えに対す

る関心が持てるようにする。 （関心・意欲・態度）

（２） 震災後の復興対策に対するメリットとデメリットについて，資料や人々の心情をもとに論

理的に考察し，説明するようにする。 （論理的思考）

３ 指導に当たって

（１） 題材について

生徒たちは，３月１１日に発生した未曾有の大震災を身をもって体感している。その中で，

様々な情報が行きかい，生徒たち自身，何がもっとも望ましい対策なのか，本当にそれでいい

のか，という疑問を持って生活している。

一方で，震災前の生活を取り戻しつつある中で，大震災が遠い昔の出来事あるいは自分とは

関係のない遠い地域の出来事であるという気持ちが大きくなりつつあるという現実もある。

大震災の教訓を風化させず，自分自身にとっても身近な問題として取り上げることにより，

生徒たちの資料収集能力，資料をもとに論理的に物事を見つめる力を育むにあたり，適した題

材であると考える。

（２） 生徒の実態

本クラスの生徒は，３３名のクラスである。一つの事象に対して，様々な考えを持ち，さら

に少人数による話合い活動で意見交換をしたり，一つの意見をもとに質疑応答をして，論点を

深めたりすることが好きな生徒が多い。クラス全体の前で堂々と自分の意見を発表する生徒も

多いクラスである。

質疑応答の際には，自分の感情を優先させることも多いが，できるだけ根拠を明確にし，自

分の考えに賛同する生徒を増やそうとする傾向が見られる生徒も多い。

（３） 指導について

本校の研究主題は「かかわり合いを大切にし，学ぶ楽しさを味わわせる指導の工夫～各教科

の言語活動を通して～」である。また，「ことばと論理」では，「自らの考えを明確に伝える

力」，「他者の考えを的確に読み取り聞き取る力」，「様々な角度から論理的に考える力」を育

みたいと考えている。

本題材に関しては，東日本大震災に関する配布資料から様々な情報を読み取り，論理的に物

事を見つめる力を育むために，生徒個人の考えを，小グループによる話合いによって内容を深

め，クラス全体での質疑応答を通して，自分自身の考えを更に深めさせていきたい。
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４ 指導計画（２時間扱い）

時 主な学習活動 指導上の留意点・支援 評価規準（観点・方法） 資料・準備物

１ ○資料を通して，震 ○資料を通して，震災 ○震災による人々の生活 資料

災前と震災後の違 前と震災後の生活の の変化について関心を ﾜｰｸｼｰﾄ

いについて確認す 違いや人々の感情の 持っている。 大型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

る。 変化について理解を （関心・意欲・態度， パソコン

深めさせたい。 観察・ﾜｰｸｼｰﾄ）

○「復旧」と「復興」 ○少人数による話合い ○資料をもとに多面的・

の違いを明確に 活動を通して，復旧 多角的に，震災後の復

し，今後「復旧」 と復興のちがいを明 旧と復興についての考

でいいのか，「復 確にさせ，自分の考 察している。

興」であるべきな えを構築させたい。 （論理的思考，

のか考える。 観察・ﾜｰｸｼｰﾄ）

２ ○沿岸部の住民の移 ○資料を通して，沿岸 ○沿岸部の住民の移転を 資料

転をめぐる問題に 部の住民が移転を余 めぐる問題について関 ﾜｰｸｼｰﾄ

ついて確認する。 儀なくされている事 心を持っている。 大型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

実について共感的理 （関心・意欲・態度， パソコン

解を深めさせたい。 観察・ﾜｰｸｼｰﾄ）

○沿岸部の復興策に ○少人数による話合い ○「住民移転の賛否」に

ついて住民移転の 活動ならびにディベ ついて根拠を明確にし

賛否について考え ート的手法と質疑応 た上で考察している。

る。 答を通して，考えを （論理的思考，

深めさせたい。 観察・ﾜｰｸｼｰﾄ）

６ 本時の指導

（１） 題材名 「沿岸部住民の移転を進めるべきか否か」

（２） ねらい

① 沿岸部の住民の移転をめぐる問題について関心を持とうとする。【関心・意欲・態度】

② 「住民移転の賛否」について根拠を明確にしたうえで考察する。【論理的思考】

（３） 指導に当たっての工夫

＜本授業の提案＞

① 少人数グループによる話合いを通して，沿岸部の住民移転の賛否について考察する

ようにする。

② 少人数グループで話し合った内容について発表と質疑応答を通して，沿岸部の住民

移転の賛否について，自分の考えを更に深めるようにする。

そこで，本校の主題ならびに「ことばと論理」で身に付けさせたい力に迫る方法として，資

料を読み取り，自分の考えを持つような場面を取り入れたい。また，自分の考えをさらに深め，

論理的に表現する力を身に付けさせるためには，他人の意見を聞くことが大切であると考え，

少人数グループによる話合い活動も取り入れたい。

さらに，少人数グループで話し合った内容について発表と質疑応答を行い，論点を絞り込ん

だ上で自分の意見と異なる意見を比較することで，更に考察を深めたいと考える。

（
本
時
）
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（４） 指導過程

おもな学習活動 指導 指導上の留意点・支援 評価規準(観点・方法) 準備物
形態 など

導 １ 震災後の沿岸部の 一 １ 沿岸部の人々の苦労 ○沿岸部の住民の移転を ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

入 住民の状況について 斉 などについて，画像を めぐる問題について関 パソコン

確認する。 見せながら，共感的理 心を持とうとしてい

３ 解を深めるような説明 る。

分 をしたい。また，数名 （関心・意欲・態度，

から感想や知っている 観察）

ことを発表させたい。

２ 沿岸部の復興の方 ２ 沿岸部の復興対策の

針について確認す 概要について，パワー

る。 ポイントで説明する。

展 ３ 本時の学習テーマ

開 を確認する。

39

分

４ 自分の考えをワー 個 ４ 自分の考えを根拠を

クシートにまとめ 別 もとに明らかにするよ

る。 うに指示する。

資料

ﾜｰｸｼｰﾄ

５ 小 ５ ﾎﾜｲﾄ

① テーマについて小 グ ① 各自の発表は，根拠 ○「住民移転の賛否」に ﾎﾞｰﾄﾞ

人数グループで意見 ル を明確に発表するよう ついて根拠を明確にし

交換を行う。 丨 に指示する。また，聞 た上で考察している。

プ く側はしっかりと聞 （論理的思考，

き，必要に応じてメモ 観察・ﾜｰｸｼｰﾄ）

を取るように指示す

る。

机間指導を行い，生

徒の論点を絞るような

支援を行う。

② 話し合った内容を ② 話し合った内容をホ

ホワイトボードにま ワイトボードに記入

とめる。 し，黒板に貼るように

指示する。

貼りだされたホワイ

トボードは賛否によっ

て分ける。

テーマ「沿岸部の住民は移転すべきか否か？」

＜本時の提案①＞少人数グループでの話合い
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６ 小 ６ 資料

① 各班で話し合った グ ① 各班の発表は，根拠 ○「住民移転の賛否」に ﾎﾜｲﾄ

内容を発表する。 ル を明確にして発表する ついて根拠を明確にし ﾎﾞｰﾄﾞ

丨 ように指示する。また， た上で考察している。 ﾜｰｸｼｰﾄ

プ 聞く側は必要に応じて （論理的思考，

・ メモを取るように指示 観察・ﾜｰｸｼｰﾄ）

一 する。

② 各班の発表に対し 斉 ② 各班の発表に対し ○沿岸部の住民の移転を

て，質疑応答を行う。 て，その都度，質疑応 めぐる問題について関

答を行う。 心を持とうとしてい

○質問がある場合には る。

積極的に質問するよう （関心・意欲・態度，

に指示する。 観察）

○論点が曖昧になりそう

な場合は助言する。

終 ７ 本時のまとめ 一 ７ 震災復興に対する考

結 震災復興について様 斉 え方や取組について

３ 々な取組には様々な立 は，それぞれの立場や

分 場の人のことを考えな 組織によって視点が異

くてはいけないことを なり，一朝一夕に行え

知る。 るものではないことに

気付かせたい。

また，将来は自分た

ちが中心になってより

よい国づくりを進めて

いくことについても気

付かせたい。

（５）評価の観点

具体の評価基準（Ｂ） Ａと判断する学びの姿 Ｃの子どもへの手だて

評価① ・沿岸部の住民の移転をめ ・沿岸部の住民の移転をめ ・観察や机間指導を行いな

ぐる問題について関心を ぐる問題について，様々 がら，沿岸部の人々が抱

関心・ 持とうとしている。 な報道を通して，見聞き える苦悩を，具体例を交

意欲・ し，沿岸部の人々の苦悩 えて話し，関心を高める

態度 について理解しようとし ようにする。

ている。

評価② ・「住民移転の賛否」につ ・「住民移転の賛否」につ ・「自分がその立場だった

いて根拠を明確にした上 いて，根拠を明確にし， らどうするか」という視

論理的 で考察している。 さらに他の意見と比較し 点に立たせ，実際に進め

思考 ながら，自分の考えを論 られている復興対策につ

理的に深めようとしてい いて考えるように支援す

る。 る。

・同じ班や他の班の意見

を聞いて自分の考えと比

較するように指示する。

＜本時の提案②＞ 少人数グループで話し合った内容の発表・質疑応答
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（６）板書計画

10 ／ 28 沿岸部の住民は移転すべきか否か？

反 対

賛 成 理 由
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